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推
薦
書
は
昨
年　

月　

日
に
文
化

12

15

庁
か
ら
外
務
省
を
経
て
発
送
、　

日
26

　

時　

分
（
日
本
時
間　

時　

分
）

11

20

19

20

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
受

理
さ
れ
ま
し
た
。
推
薦
書
一
式
は
、

フ
ァ
イ
ル
６
冊
が
箱
に
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
冊
目
の
英
語
で
表
記
さ

れ
た
推
薦
書
本
文
は
Ａ
４
判
、
１
２

１
㌻
。
ほ
か
の
フ
ァ
イ
ル
は
図
面
や

写
真
、
関
係
す
る
法
律
、
ビ
デ
オ
映

像
、
全
資
料
を
ま
と
め
た
Ｃ
Ｄ
な
ど

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

推
薦
さ
れ
た
資
産
は
中
尊
寺
、
毛

越
寺
、
無
量
光
院
跡
、
金
鶏
山
、
柳

之
御
所
遺
跡
、
達
谷
窟
、
白
鳥
舘
遺

跡
（
奥
州
市
前
沢
区
）、
長
者
ケ
原
廃

寺
跡
（
同
市
衣
川
区
）、
骨
寺
村
荘
園

遺
跡
（
一
関
市
）
の
９
資
産
。
資
産

面
積
は
計
５
５
１
・
１
㌶
、
資
産
保

護
の
た
め
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン

（
緩
衝
地
帯
）
は
８
２
１
３
・
１
㌶
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

平
泉
の
文
化
遺
産
は
平
成　

年
４

13

月
、
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
に
登

載
。　

年
６
月
か
ら
は
、
専
門
家
ら

16

に
よ
る
推
薦
書
作
成
委
員
会
と
県
、

関
係
自
治
体
な
ど
で
推
薦
書
作
成
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
開
か
れ
た
国
際
専
門

家
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上

で
、
７
月
に
国
の
文
化
審
議
会
で
推

�
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�薦

が
了
承
さ
れ
、
政
府
決
定
に
至
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
年
秋
ご
ろ
の
イ
コ
モ

ス
に
よ
る
現
地
調
査
を
経
て
、　

年
20

に
開
か
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
の
審

査
で
登
録
の
可
否
が
決
ま
る
見
込
み

で
す
。
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先
人
が
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
て
き
た

こ
の
貴
重
な
財
産
を
い
か
に
未
来
に

継
承
し
て
い
く
か
、
大
き
な
責
任
が

生
じ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

こ
の
世
界
的
な
遺
産
の
保
護
保
全
に

努
め
て
い
き
た
い
。
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上
／
推
薦
書
控
え
を
手
に
す
る
高
橋
町
長

右
／
ユ
ネ
ス
コ
受
理
を
伝
え
る
役
場
の
垂
れ
幕

推薦資産の無量光院跡

7 �� ������

���
�����
��������	

　世界遺産登録がいよいよ間近に迫ってき
ました。これからは、登録が近いことを実
感できる事業やイベントが相次ぎます。こ
のコーナーでは、それらについて実況中継
に近い形で、分かりやすく紹介します。

　世界遺産に登録されたならば、どのような変化が起
こるのでしょうか。日本国内の例を見ると、奈良や京
都など数カ所以外の地区では、軒並み観光客が増加し、
その対応に苦慮しているようです。奈良や京都は、日
本有数の観光地であったため、登録の有無にかかわら
ず知名度が高く、当初から多数の観光客が来ていたこ
とから、訪れる人が増えなかったと推定されています。
　合掌造りで有名な岐阜県の白川郷では、観光客が倍
増したため、違法駐車、膨大なごみ、地域コミュニティ
の崩壊などさまざまな問題が起きました。青森県と秋
田県にまたがる白神山地でも観光客が増えたことによ
り、土地が踏み荒らされ土砂が流出し、わき水が濁る
などの被害が発生しています。観光客の増加は、世界
遺産登録後の最大の変化のようです。
　しかし観光客が増えることは、マイナス面ばかりを
持っているわけではありません。白川郷では、広い駐
車場を設け、その収益によって遺産の維持管理を行っ
ています。また観光客を相手にした起業が多くなり、
若者のＵターン率も高くなったそうです。
　世界遺産登録とは、その地域が培ってきた自然や文
化財に対する最高の顕彰といえます。それに伴い増え
る観光客は、当然のことながら住民に受け入れられる

ものにしなければなりません。一昨年に登録された北
海道の知床では、急激に増えた観光客に対応しきれず、
多くの方々に不快な思いをさせ、評判をかなり落とし
たともいわれています。平泉では、このようなことが
あってはならないのです。地域活性化の最大のチャン
スとして、官民が一体となり、世界遺産について真剣
に考える時期にきています。
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　昨年春に宅地造成に伴う発掘調査を行いました。面
積は約850平方 ㍍で、 掘立柱 建物跡や、溝跡、土坑を

ほったてばしら

検出しています。遺構は、藤原氏が支配していた12世
紀のものは少なく、それ以降の中世の時代が大半です。
　掘立柱建物跡として６棟が構成されます。建物同士
が重なっている所も多く、これは同じ場所に数回の建
て替えがあったことによります。
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　溝は、長さ約25㍍、幅約2.0㍍、深さ1.3㍍程度の規模
です。調査区の北側に東西方向に伸びていて、調査区
外の東西にもさらに続きます。溝底は、東に向かって
低くなっています。規模や直線的な造りから、土地を
区画していると思われます。また建物が溝とほぼ同軸
なので、関係した同時期の遺構である可能性がありま
す。
　出土遺物は、かわらけ、陶器、磁器、 笹塔婆 、 板碑 、

ささとうば いたび

 鉄滓 などです。注目されるのは、溝から笹塔婆が21点、
てっさい

板碑が１点出土していることです。板碑は欠けている
ものの53㌢の大きさがあり、片面に「右志者為慈」と
文字が刻まれています。
　調査区外になりますが、近隣には供養のために建て
られた板碑もあります。 梵字 や「元応三年（1321年）」

ぼんじ

の年号などが刻まれ、鎌倉時代に建立されたことが分
かります。　　　　　　　��������	
��
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にぎわう白川郷。しかし景観阻害要因も増えてきている

調査区全景（南から）


